



















































































































































































































































（cm） （cm） （cm） （cm） （cm）
根禿離れ 10 220 3．5 　 0 3．5（1．3～5．0）220（110～283）
根元折れ 12 183 2．7 一 10（3～17）2．6（2．0～3．5）175（100～235）
幹　折　れ 13 203 3．0 一 63（20～且5）2．3（1．0～3．0）150（40～190）
枝折］い枝抜け 18 227 4．0 2．7（1～6）96（10～160）L3（0．5～1．8）97（40～170）
樹体の傾斜 8 172 2．6 一 一 『 一
倒　　　伏 30 123 1．9 『 一 一 一






































































































































































無　被　害 42 39．6 12．5（7～20）20以下 　 　
樹体の傾斜 41 38．7 7。2（4～11）20～69 一 ｝
倒　　　伏 5 4．7 5．4（4～9）70～90 一 一
根元折れ 2 1．9 12．0（12　）70～9020（10～30） …
根元割れ 14 13．2 10．3（5～20）4～9075（20～160）…
枝　折　れ 2 L9 14．5（11～18）｝ 14G（130～150）8．8
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図5　ミズナラ幼齢林の欝害一胸高直径と樹幹
　　傾斜度との関係
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図6　ミズナラ幼齢林の欝害一胸高直径と根元
　　割れ長との関係
　　y：二8．4190十6．5558x　　R：＝0，637］＊＊
（68） 橋　　詰　　イ1　　人
径と樹幹傾斜度との関係をみると無相関であった（図5）。
　根元折れは地上10～30cmの位置で，枝折れは130～150cmの位置で折損した。根元割れは地際部から
上部へ幹の中心にそって割裂したもので，割裂部の長さは20～160cm，平均75cmであった。胸高直径と
根元割れ長との関係については正の相関関係が認められ，胸高直径の大きいものは根元割れ長が長い
傾向がみられた（図6）。
　急斜地における幼齢林の雪害は積雪の葡行力によるもので，根元折れなど一部の被害を除き林木は
枯死することはない。傾斜、倒伏木は樹木が大きくなるにしたがって幹が起き上がるが，根元曲がり
を生ずる。根元割れ木の割裂部は数年後にゆ着するが，伐採すると樹心に裂傷痕が残っており，材質
を著しく低下させる。多雪・豪雪地帯の急斜地では，落葉広葉樹の幼齢林でも3m以上の積雪がある
と雪害が発生するので，広葉樹林の施業に際しては十分注意する必要がある。
6．広葉樹の雪害の特徴と施業上の対策
　広葉樹は冬期に落葉するので，樹冠に雪が積ることは少なく，針葉樹と異なり冠雪害はあまりみら
れない。落葉広葉樹の雪害はほとんどが雪圧害である。幼齢木では埋雪すると，積雪の沈降圧によっ
て倒伏，幹折れ，枝折れなどの被害が発生するが，これらの被害は一般に傾斜地よりも平坦地で多い
ようである。クヌギ，キハダの造林地の雪害をみると，樹高が1．5～3mになったとき，2m以上の積
雪があった年に雪害が発生している。造林地では，枝折れ，枝抜けが最も多く，次いで幹折れ，梢折
れ，根元折れなどが多く，ほとんどが折損被害であった。萌芽更新地では，樹体の傾斜，倒伏が多く
みられ，さらに根元離れが発生した。これは，1本の切株から萌芽が多数発生し，優勢萌芽木と劣勢
萌芽木を生じ，劣勢萌芽木は雪圧によって倒伏するが，優勢萌芽木は倒伏せず，根元離れ，幹折れな
ど折損被害を受けた。特にクヌギでは萌芽木が切株から剥離する根元離れ被害が発生した。これは萌
芽林の雪害の大きな特徴である。広葉樹は幹と枝と区別がはっきりせず，太い枝が叉状に出ることが
ある。幹折れや枝折れは叉状の枝のつけねで裂けることが多い。これらの被害をみると，地上2m以
下で折損しており，しまり雪によって樹冠や枝が下方に引張られて折れたり裂けたりしている。緩斜
地における幼齢林の雪害は大部分が積雪の沈降圧によって起こるようである。
　急斜地では積雪の葡行力によって小径木は倒伏するが，倒伏抵抗力が生ずるようになると，根元折
れ，根元割れなどの被害が発生する。これらの被害は傾斜角40°前後の急斜地でみられ，胸高直径10cm
前後のものに被害が出た。ミズナラ林で被害が最も大きかったが，ブナ，ミズメ，トチなどでも根元
割れが発生している。胸高直径10cm前後の大きさのものも急斜地では豪雪時に雪害を受けることがわ
かった。根元割れの被害は倒伏に対して抵抗力が生ずる大きさになった頃に発生する。
　雪圧に対する抵抗性は樹種によって著しく異なる。筆者は多雪・豪雪地帯に生育する落葉広葉樹の
生育特性を調査し，ブナとケヤキは根元曲がり，樹幹傾斜度が小さく，耐雪圧性が強い樹種であり，
ミズナラ，トチノキ，ミズメ，イタヤカエデなどは根元曲がり，樹幹傾斜度が大きく，耐雪圧性が弱
いことを報告した3｝。またコバノヤマハンノキは枝折れ，幹折れが多いという5）。クヌギはシイタケ原
木として重要な樹種であるが，ミズナラ，コナラよりも南方あるいは低海抜地に分布し，多雪地では
主に斜面上部から尾根筋に多く，斜面下部には少ない1～2）。今回の鳥大蒜山演習林における萌芽林の調
広葉樹幼随林の雪’占について （69）
査によると，クヌギでは幹折れ，枝折れなどの折損被害が多くみられたが，コナラではこれらの被害
は少なかった。クヌギはコナラよりも耐雪性が弱く，多雪地帯の造林にはむかない樹種のようである。
またブナの10年生造林地では，根元曲がりはあるが折損被害はほとんどみられず，ブナは耐雪性の強
い樹種であった。
　人工造林に際しては適地の選定が重要である。高橋6）によると，本州の多雪地帯では積雪深が2mぐ
らいになると雪害をうけやすく，マツ類，ヒバ，シラカンバなどは植栽されなくなる。積雪3m以下
で植栽できる樹種はカラマツ，ヒノキ，トウヒ，エゾマツ，ウラジロモミ，シラベ，アオモリトドマ
ツ，ブナ，ナラなどに限定される。積雪が3mを越すところでは，針葉樹ではスギ，落葉広葉樹では
ブナ以外には植栽できないと述べている。今回の雪害調査から判断すると，クヌギは耐雪性が弱く，
積雪深2m以上のか所で雪害が発生するので，2m以下の地域に植栽する。地形との関係については，
35°以上の急斜地や，谷・沢沿いの凹地形の緩斜地は植栽しない方がよい。ミズナラ，ブナはクヌギよ
りも耐雪性が強いが，急斜地では根元割れが発生するので，急斜地や谷沿いの積雪量の多いか所は人
工造林の適地ではない。
　広葉樹は萌芽性が強く，雪害によって折損しても不定芽が発生して回復するが，場合によっては手
入れが必要である。幹折れ木では折損部の下部から不定芽が複数発生して幹を形成するが，ほうき状
の樹形になりやすいので，芽かきや枝打ちによって樹形を調整する必要がある。根元折れ・根元割れ
木や樹形の著しく不整なものは台切りを行って樹形調整をはかる。また傾斜・倒伏木は雪起こしを行
って根元曲がりの緩和と生長促進をはかる。多雪地帯の広葉樹の造林，特にクヌギなどシイタケ原木
林の施業に際してはこのような入念な保育管理が必要である。
IV　総 括
　鳥取大学蒜山演習林内のクヌギ，キハダの4～6年生造林地，クヌギの3年生萌芽更新地及びミズ
ナラの約30年生天然林で，主に昭和59年の豪雪による被害状況を調査し，多雪地帯における広葉樹の
施業について考察した。本研究の結果を要約すると次のとおりである。
　1．1齢級のクヌギ，キハダの人工造林地及びクヌギの萌芽更新地では，樹高が1．5～3mに達した
とき2m以上の積雪があると雪害が発生した。またVI～V∬齢のミズナラ天然林においても3m以上の
豪雪の年に雪害が発生した。
　2．クヌギ，キハダの造林地及び萌芽更新地の雪害は斜面下部，沢筋及び斜面上部の緩斜地で発生
した。ミズナラ天然林の雪害は傾斜角30～4ぴの急斜地で発生した。
　3．雪害木の本数被害率は，クヌギ造林地で64％，キハダ造林地で67～69％，クヌギ萌芽更新地で
93％，ミズナラ天然林で60％であった。
　4．雪害の種類は，クヌギ，キハダの造林地では枝折れ・枝抜けが最も多く，次いで幹折れ・梢折
れが多かった。クヌギの萌芽更新地では樹体の傾斜・倒伏，根元離れ，根元折れ，幹折れ，枝折れが
多くみられた。ミズナラ幼齢林では樹体の傾斜と根元割れが多く発生した。
　5．折損木の被害状況についてみると，造林地における幹折れ，枝折れの被害は，斜面上部では地
上1m以下で，斜面下部・沢筋では地上2m以下で多く発生した。造林木の折損部直径は，幹折れは
（70） 橋　詰　隼　人
1～3cmの部分で，枝折れは0、5～2cmの大きさのものが多く折れた。
　ミズナラ幼齢林における根元割れ被害の割裂長は20～160cmで，胸高直径の大きいものは小さいもの
に比べて割裂長が長い傾向がみられた。
　6．クヌギは耐雪性が弱く，積雪深2m以上の多雪地帯には造林しない方がよい。また凹地形の斜
面下部，谷筋・尾根筋の緩斜地も雪害が発生するので注意を要する。傾斜角40°前後の急斜地ではミズ
ナラ，ブナなど多くの樹種が雪害を受けるので，施業適地ではない。
　7．被害木は大部分が枯死することなく，損傷部は自然に治癒し回復するが，幹折れ，枝折れでは
不定芽が発生して樹形が異常を呈することがあり，芽かき，枝打ちなどを行って樹形の調整をはかる
必要がある。
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広輻樹幼齢林のi害について （71）
写真1　クヌギ造林地における雲害の状況
　　　　1～3：幹折れ，枝折れ，枝抜け被害，幹折れ木では被害部の近くから不定芽が発生する（Nα3）。
　　　　4～51蛋害木の樹形，恥4は太い枝が数本立って幹がみられない。枝打ちによって樹形を調整す
　　　　る必要がある。6：枝打ち後の樹形。（II召和61年5月17日）
（72） 橋　　詰　　彗　　人
5
写真2　クヌギの碗，＋更新地におけるジi・の状況及び広ふ樹天然木の幹折れの1例
　　　　1：樹体の傾斜・倒伏，根元折れ被ぽ・。2～3：幹折れ，根元折れ被生。4：幹折れ，枝折れ，枝
　　　　抜け被害。5：天然木（コナラ）の幹折れの状況。積二；の沈降力によって樹冠が下方に引張られて
　　　　幹が折れている。（1～4：llLl和59年6月23日，5：昭和59乍31－］16rD
広バ樹幼齢林の＿痢こついて （73）
写真3　キハダの這林地における騨・の状況
　　　　1～2：谷筋における幹折れ，枝折れ，枝抜け被害。3～5：被害木における萌芽の発生状況。（Ill　I
　　　董［159勾三6∫］＿ヒ，　lPイ司）
（74） 矯　詰　隼　人
写真4　約3◎1三生のミズナラ天然材における巨Lの状況
　　　　1　：樹体の傾8斗・f到伏，根瓦閤れ被占。　2　：根元折れ被岳。　3
　　　　（日召矛日59勾三6月　2　日）
根元割れ被害。4　枝折れ被害。
